
 いつも、文化の森てんえい 「図書室」をご利用いただき、ありがとうごいます。    

今月も皆さんからのリクエストのほか、新刊・話題の本を数多く取り扱っていきますので、ぜひご利用くだ

さい。         

  

 ・月間おすすめ本紹介コーナーでは、読者の皆さんから図書室内の本について他の人にお勧めしたい本を２００文

字程度で書いてもらい、その作品を紹介するコーナーとなります。 

おすすめ本紹介は、図書室カウンター前に応募用紙がありますので、おすすめしたい本がありましたらぜひ投稿して

ください。 

 

・募 集 期 間  随 時 

・募 集 内 容  文化の森 てんえい「図書室」内にある図書 

・投稿文字数  ２００文字程度 

平成２９年６月９日発行 

・おすすめしたい本を２作品紹介いたします。 

 ５月２９日（月）・３０日（火）の二日間に渡り第４７回さつき・山野草展が文化の森、天栄村役場ロビーで

開催されました。 

 天栄村盆栽愛好会の方々が運営をしてくださり、さつき２３点、山野草１７点が展示されました。 

 天栄村長賞など計５項目の賞が授与され、味のある展示に来場者は足を止めて眺めていました。 

   Ｔ さんのおすすめ本 

  【ＴＨＥ ＷＡＬＬ】 かべ ～鉄のカーテンの向こうに育って～ ピーター・シス 作 福本友美子 訳 ＢＬ出版 

 

 第二次世界大戦後、冷戦時代のチェコスロバキアで生まれ育ち、厳しい時代を生き抜いた作者の自伝的作品 

です。 支配下の中でもたくさん絵をかき、夢を持ち続けた作者の子供時代の様子が描かれています。絵を描く 

ことで夢を忘れない。夢を追うことで希望につながる。どんな状況でも夢と希望を持ち続けて行動することは、大 

切なことだと強く伝わってきます。たくさんの細やかな絵にも注目しながら読んでほしい一冊です。 

   

   館長のおすすめ本 

  【往復書簡】 湊 かなえ 作 幻冬舎文庫 
  

 入院中の退職された小学校の担任の先生から届いた一通の手紙。そこには、二十年前に別の小学校で担任 

していた六人の児童のその後の人生についての調査依頼だった。大場は、その期待に応えようと一人ひとりに 

会い、その様子を先生に返信していく。その六人には、二十年前に起こった事故が心の隅にずっとあった。その 

事故はその後の六人の人生にどのようにまとわりついたのか。 

 「二十年後の宿題」を含めた短編が三つ収録されているこの「往復書簡」は、手紙という媒体がもたらす異空間 

と、人それぞれの真実を文字で明らかにしていくミステリーで、人の心の奥が見え隠れしている作品である。 


